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2021年 4月 14日
敬愛大学 学長 中山幸夫

敬愛大学と松戸市立松戸高等学校が高大連携協定を締結 
　「市松改革」に地域貢献と人材育成の面で協力

4年間の学びを、力に変える大学。

敬愛大学（千葉市稲毛区、学長：中山幸夫）はこのたび、松戸市立松戸高等学校（千葉県松戸市、
校長：風戸正）と高大連携協定を締結。それに伴い、4月21日（水）に調印式および記者発表を執り
行う。同協定は、市立松戸高等学校が取り組む「市松改革」に本学が地域貢献と人材育成の面で協
力し、双方の教育の質を一層強化することを目的としたもの。敬愛大学は今後、同校への出張授業
や進路支援を行っていく。

敬愛大学では「地域の伴走者」を標榜し、地域連携活動やボランティア活動、地域住民を対象とし
た生涯学習講座などを推進している。また、地域の高等学校などとも連携協定を締結しており、こ
れまでにも千葉市立稲毛高等学校や千葉県立若松高等学校、千葉県佐倉西高等学校、千葉県立佐倉
南高等学校などと協定を結び、それぞれの特色を生かした連携を行っている。

＜調印式および記者発表概要＞
【日　時】　令和3年4月21日（水） 10:30～
【会　場】　松戸市立松戸高等学校　応接室
【発表者】　松戸市立松戸高等学校校長　風戸 正、敬愛大学学長　中山 幸夫
【内　容】　高大連携の協定の締結および締結後の記者発表

＜敬愛大学と松戸市立松戸高等学校の連携協定について＞
■趣旨
（1）市立松戸高校の生徒が大学教育への理解を深めるとともに、学ぶことへの意欲を高め、主体的
な進路選択に資することを目的とする。
（2）大学教育を体験する場を市立松戸高校の生徒に提供する。
（3）連携教育を通じて、高校と大学、双方の教育力向上と地域の活性化に寄与することを目指す。

■協力事項（概要）
・高校における学びと進路支援に関する連携
・大学教員の出張授業に関する連携
　（特に教員養成課程やAI・データサイエンス教育分野について）
・その他、必要と認める連携　

■期待される成果
・高校と大学が連携して行う教育活動を通じて、生徒の大学教育に対する興味・関心、様々な科目
分野への探求心を引き出し、今まで自覚し得なかった自身の適性、進路・職業選択への関心を深化
することができる。
・高大の連携教育により、高校生の段階から将来を見通した経験を積み上げることで、健全な価値
観と多様な能力をもった人材を育成することが期待できる。

【配信元および問い合わせ】
敬愛大学 IR・広報室 　
〒263-8588　千葉市稲毛区穴川1-5-21　TEL. 043-284-2335　e-mail. irkikaku@u-keiai.ac.jp
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